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はじめに…

〇今年度の担当科目

・情報Ⅰ
・２年次 ２単位（週２コマ）×６クラス

・情報課題研究 ※学校設定科目

・実教出版 【高校情報ⅠPython】 を使用

・ＰＣ教室（４階）に移動して授業

・３年次 １単位（週２コマ） 自由選択科目群

・実教出版 2026実践攻略 共テ問題集 を併用

・ＰＣ教室（４階）に移動して授業

・シラバス上の配当時間は以下のとおり

①第１章 情報社会 （８時間）

②第３章 デジタル （10時間）

③第４章 ネットワーク （９時間）

④第２章 情報デザイン （９時間）

⑤第５章 問題解決 （14時間）

⑥第６章 プログラミング（18時間）

※考査２回を除いた68時間で配当。

・シラバス上の配当時間は以下のとおり（全60時間）

①第３章 コンピュータとプログラミング
に関する研究（19時間）

②第４章 情報通信ネットワークとデータの活用
に関する研究（18時間）

③第２章 コミュニケーションと情報デザイン
に関する研究（12時間）

④第１章 情報社会の問題解決
に関する研究（11時間）



今回の実践発表…

〇【情報デザインと表現の工夫】による実習

→見学旅行の自主研修報告（８時間で設定、概要は以下のとおり）

①要素(用語)の確認・他紙に学ぶ（事前指導）

※紙面見本のために生成ＡＩで画像を用意

②回想・紙面構成の検討・役割分担

③記事の作成・レイアウトの作成

・ワークシートをもとにグループ活動

・リースＰＣで作業、Microsoft Word を使用

・Google ドライブ で写真を共有

※拡張子の意義、データ量の復習

④記事のデータ化・写真の共有と選定

・⑤と同じ。

⑤紙面修正Ⅰ、見出しの検討

・校正用の紙面を見て確認→朱書きで記入

※肖像権の確認、適切な画像処理の確認

⑥紙面修正Ⅱ、見出しの調整、題字の検討

⑦紙面修正Ⅲ、見出し・題字・地紋の調整→完成

⑧紙面の読み比べ→批評、取り組みの振り返り

・紙面は印刷配布→ Google フォーム へ入力

※生徒の批評・振り返りの評価を生成ＡＩで処理？

・原稿用紙に下書きを完成（字数を意識）

・⑤と同じ。

実際に授業で使ったスライドへ→



実際の授業スライドで紹介…今回の作業日程

① 新聞の用語を知る・他紙に学ぶ

② 回想・新聞の中身を検討・役割分担

③ 記事の作成・レイアウト作成

④ 記事のデータ化・レイアウト完成・写真の選定・題字の選定

※記事データは、授業の最後にテキスト化します。

※個人端末から Google の Classroom・ドライブ にアクセス

※写真は加工してはいけません！（写真：真実を写したもの）

⑤ 見出し・題字の検討、紙面（記事・写真トリミング）修正→完成

※見出しのフォント、網掛け・題字の地紋の選定

⑥ 紙面の読み比べ・感想入力、振り返り



画面は、生徒に配布し

ているプリントの表面

左側：要素の確認

右側：割付用紙

※左側の見本紙の

下書きを描く

裏面には、

・要素の説明

・紙面のポイント

などを記載

「適切な情報発信」

・情報の価値づけ

・読みやすさ



画面は、生徒に配布し

ているプリントの表面

左側：要素の確認

右側：割付用紙

※左側の見本紙の

下書きを描く

裏面には、

・要素の説明

・紙面のポイント

などを記載

「適切な情報発信」

・情報の価値づけ

・読みやすさ
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⑩
Ａ

①題字（新聞の名前）

※地の模様⇒『地紋』

②題字下（責任の所在）

※責任者は班長

班員名も記載を

③研修コース（場所・地名）

※空きスペースでＯＫ

④リード文（記事の要約）

⑤写真（表情が大切！）

⑥キャプション（補足説明）

※集合写真は名前を表記

⑦ヘッダ

（新聞名・日付・号数）

⑧罫線（青：段罫線 流し用）

（緑：縦罫線 区切り）

⑨見出し（事実を伝える）

※５Ｗ１Ｈで３本以上おく

⑩記事（３種類ある）

Ａ 流し記事（全体の話）

Ｂ タタミ記事（１テーマ）

Ｃ カコミ記事（１テーマ）

⑪編集後記（テーマ自由）

※裏話、感想など何でも可

※みんなで一人一言でも

⑫ロゴマーク

※絶対必要なわけではない

※スポーツ面・連載で見る



割付用紙の書き方
①ハコモノを入れる

・集合写真

（１８行幅×２段弱）

・カコミ記事（左側）

（１５行幅×４段）

・タタミ記事（右下）

（右から１１行目に

タテ罫線を引く）

・流し記事②

（左から数えて、

２１行目×２段）

※線も１文字と捉える

→□の上に線を引く！

Ｐ

左から
１５行目

左から
１８行目

→から
１１行目

←から
２１行目



割付用紙の書き方
②見出しをおく

・主見出し：平体

（６行幅×３段半）

・袖見出し：平体

（４行幅×３段半）

※黒ベタを縦線で表現

・見出しの右が空白に

なるため、行程表を

入れておく。

※線も１文字と捉える

→□の上に線を引く！

Ｐ

６行幅４行幅

行
程

両端に
線を



割付用紙の書き方
③記事をおく

・リード文（３行幅）

・文は上下２文字空け

・文頭は１文字空け

・始まりに○印

⇒４文字目に○

⇒１行の終わりまで線

⇒最後の行は矢印で線

⇒１行目と最終行を結

・流し記事もリード文と

同じように○と矢印

・編集後記も同じ。

※線も１文字と捉える

→□の上に線を引く！

Ｐ

○は文の先頭
→１文字下げて

編
集
後
記

行
程



割付用紙の書き方
③記事をおく

・左のカコミ記事

・見出し①（平体で４行幅３段）

・見出し②（２段目と３段目の

間に３文字幅で）

・写真①（左１行空け６行幅）

・写真②（上下１字空け７行幅）

→空いたところが全て記事。

今回は１段９文字として、

矢印を引く。

※段間も１文字分で扱う。

※線も１文字と捉える

→□の上に線を引く！

Ｐ

編
集
後
記

行
程

Ｐ

Ｐ

Ｐ



割付用紙の書き方
④補足事項をおく

・写真の説明

（記事と同じ矢印）

・段罫線

※線も１文字と捉える

→□の上に線を引く！

Ｐ

編
集
後
記

行
程

Ｐ

ロゴ

11×３

11×８

11×８

11×８

11×16

11×4311×10

9×19

10×20

Ｐ

Ｐ



①新聞の用語を知る・他紙に学ぶ より

・ 見本紙の写真について…

以前：私の姿と背景を合成した画像で対応

現在：生成ＡＩで画像を作成して対応

「見学旅行で京都を訪問する
男子高校生」R5 Canva作成

「見学旅行で夜の大阪にいる
男子高校生」R5 Canva作成

「見学旅行で京都を訪問する
男子高校生３人組」
R7 ChatGPT 作成

「見学旅行で京都を訪問する
男子高校生」
R7 ChatGPT 作成



①新聞の用語を知る・他紙に学ぶ より

・ R5当時は、あたり・はずれが…

左：R5 Canva 作成（鞄の右側一部をトリミング）
右：R7 Canva 作成（右側の子の肩部分をトリミング）

上：R7 ChatGPT 作成

左：R7 Gemini 作成

「見学旅行中に大阪でたこ焼きを食べる女子高校生」



①新聞の用語を知る・他紙に学ぶ より

・ R5当時は、あたり・はずれが…

R5 Canva 作成
※左右一部トリミング

「見学旅行でソフトクリームを食べる女子高校生」

R7 Canva 作成

R7 ChatGPT 作成 …よく見ると前の４人組？



①新聞の用語を知る・他紙に学ぶ より

・ R5当時は、あたり・はずれが…

「見学旅行で着物を着て集合写真を撮る
女子高校生たち」R5 Canva 作成

「見学旅行で着物を着て集合写真を撮る
女子高校生たち」R7 Canva 作成

「見学旅行で京都を訪問し、集合写真を
撮る女子高校生」R7 ChatGPT 作成



実際の授業スライドで紹介…今回の作業日程

① 新聞の用語を知る・他紙に学ぶ

② 回想・新聞の中身を検討・役割分担

③ 記事の作成・レイアウト作成

④ 記事のデータ化・レイアウト完成・写真の選定・題字の選定

※記事データは、授業の最後にテキスト化します。

※個人端末から Google の Classroom・ドライブ にアクセス

※写真は加工してはいけません！（写真：真実を写したもの）

⑤ 見出し・題字の検討、紙面（記事・写真トリミング）修正→完成

※見出しのフォント、網掛け・題字の地紋の選定

⑥ 紙面の読み比べ・感想入力、振り返り



班に１枚配布した

ワークシート

題字は後日で可

面数を決める

研修コースの確認

↓

10分程度自由に話す

↓

出来事をまとめる

（２～４くらいに）

↓

役割分担

（字数はのちほど）

（必ず何かをやる）

↓

右側の注意点を確認

↓

記事の下書きを検討

レイアウトを検討



実際の授業スライドで紹介…今回の作業日程

① 新聞の用語を知る・他紙に学ぶ

② 回想・新聞の中身を検討・役割分担

③ 記事の作成・レイアウト作成

④ 記事のデータ化・レイアウト完成・写真の選定・題字の選定

※記事データは、授業の最後にテキスト化します。

※個人端末から Google の Classroom・ドライブ にアクセス

※写真は加工してはいけません！（写真：真実を写したもの）

⑤ 見出し・題字の検討、紙面（記事・写真トリミング）修正→完成

※見出しのフォント、網掛け・題字の地紋の選定

⑥ 紙面の読み比べ・感想入力、振り返り



班に１枚配布した

レイアウトパターン

ハコ記事の数が…

・２個→①or②

・３個→③～⑥

・４個→⑦or⑧

パターンは８つだが、

記事量や写真サイズで

調整（変形）するため

同じパターンでも出来

上がりは班で異なる

パターンを使わずに

レイアウト担当者が

自由に考えても可

※読みやすくなるよう

テコ入れはする



・流し記事は４０行程度を目安に作成

・出来事（ハコ）は、２０行が目安。

※レイアウトによっては１行の字数

が変わることもあるので注意！

・文末に（文責 名前）と記載します

・サンプルから選ぶ場合、該当パターン

の右上に、大きく〇をつけてください

・オリジナルを考える場合は、計画表の

裏面にレイアウトを記入してください。

・写真の縦横は気にしない！

こちらでトリミングをして調整します。

・記事量が決定したら○○文字×○○行

の形で担当者に伝えましょう。

Ｐ

編
集
後
記

行
程

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ロゴ

11×３

11×８

11×８

11×８

11×16

11×4311×10

9×26

10×20

③記事・レイアウトの作成

記
事
担
当

レ
イ
ア
ウ
ト
担
当



実際の授業スライドで紹介…今回の作業日程

① 新聞の用語を知る・他紙に学ぶ

② 回想・新聞の中身を検討・役割分担

③ 記事の作成・レイアウト作成

④ 記事のデータ化・レイアウト完成・写真の選定・題字の選定

※記事データは、授業の最後にテキスト化します。

※個人端末から Google の Classroom・ドライブ にアクセス

※写真は加工してはいけません！（写真：真実を写したもの）

⑤ 見出し・題字の検討、紙面（記事・写真トリミング）修正→完成

※見出しのフォント、網掛け・題字の地紋の選定

⑥ 紙面の読み比べ・感想入力、振り返り



・１行の文字数はページ設定で変更可。

・行数は「行番号」の設定で表示。

・打ちすぎ注意！文末に（文責 名前）

・上書き保存後に、テキストデータ化。

（F12キー → 形式「書式なし」）

・レイアウト用紙は、本日中に提出。

・記事量が決定⇒担当者に伝えること。

※レイアウト内にファイル名を記入！

・スマートフォンからGoogleドライブへ

アクセスして保存

※詳細はワークシートの裏面を確認！

Ｐ

編
集
後
記

行
程

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ロゴ

11×３

11×８

11×８

11×８

11×16

11×4311×10

9×26

10×20

④記事・レイアウト・写真選定

記
事
担
当

割
付
担
当

写
真
選
択



【写真選定の作業について】

・生徒は事前にスマートフォンに「Googleドライブ」を

インストールしておく（７割以上がiPhoneユーザ）

※事前に教員のマイドライブ上にフォルダを用意し、

班ごとに共有をかけておく（アクセス制限）

・必要最低限の操作で終わらせるために、

写真のコピー作業は、授業の最初に実施する。

（コピー終了次第、スマートフォンは片づける）

・リースＰＣのブラウザ上でログインし、

各班のフォルダにアクセスして写真を選択する。

※写真データのファイル名に拡張子が記されている

（拡張子の復習にもつなげる）

※写真のデータ量から、もとの画像データか確認

（ＬＩＮＥ上で共有すると削減されることあり）

④記事・レイアウト・写真選定
【記事のデータ化について】

・Google以外のOfficeソフトを経験させる

・保存時に「テキストデータ」に変換する



実際の授業スライドで紹介…今回の作業日程

① 新聞の用語を知る・他紙に学ぶ

② 回想・新聞の中身を検討・役割分担

③ 記事の作成・レイアウト作成

④ 記事のデータ化・レイアウト完成・写真の選定・題字の選定

※記事データは、授業の最後にテキスト化します。

※個人端末から Google の Classroom・ドライブ にアクセス

※写真は加工してはいけません！（写真：真実を写したもの）

⑤ 見出し・題字の検討、紙面（記事・写真トリミング）修正→完成

※見出しのフォント、網掛け・題字の地紋の選定

⑥ 紙面の読み比べ・感想入力、振り返り



・打ちすぎ注意！文末に（文責 名前）

※カンタンな記事の修正は、紙面上に

赤ペンで修正内容を直接記入しよう。

※全面的に直す場合、紙面上の記事に

赤ペンで×をつけて「差し替え」記載！

（ファイル名「右下の記事差し替え」等）

・未記入の箇所を赤ペンで埋める！

・写真枠（空欄）→ファイル名

・見出し・題字→内容を直接記入！

・差し替える場合は赤ペンで×をつけて

ファイル名を書く（写真サイズ注意！）

・紙面に直接記入。勝手に減らさない！

（いつ・どこで・誰が・何をした）

Ｐ

編
集
後
記

行
程

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ロゴ

11×３

11×８

11×８

11×８

11×16

11×4311×10

9×26

10×20

⑤見出し検討・紙面の修正

記
事
担
当

割
付
担
当

写
真

見
出



⑥紙面批評・振り返り
※出来上がった紙面は、授業までにクラス単位で印刷しておく。

・一人４班分の紙面を読んで感想を入力する形とした。

・感想はGoogleフォームに入力。以下の観点を踏まえて入力。

・見出しから記事の内容が具体的に伝わるか

・写真は魅力的で、当時の情景をよく伝えているか

・キャプションは適切に写真を補足しているか

・記事は具体的で、人物が登場しているか

・振り返りも合わせてGoogleフォームに入力。

・授業中の取り組み状況

・特に頑張ったこと

・学んだこと・得たこと

・今後の「情報発信」「情報収集」で意識すること

※出来上がった紙面は、ＰＣ教室前の廊下に掲示、製本して配布


